




























MESE (Management and Economic Simulation Exercise)を経営学部に導入した折,先生は積極
的にこれを支援してくださいました。教職員チームとしてご参加くだきり,学生チームと娩い合
い,企画を大いに盛り上げてくださいました。オリエンテーション・ゼミナールにおいても,他
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碓氷槽史教授の退職記念号の刊行にあたって
の先生方とともに, MESEを授業に取り入れてくださいました。小生が研究科委員長に就任し
てからは,大学行政の事,経営学部や経営学研究科の歴史や教育の在り方等,小生の知りえな
かった多くのことをお教えいただくこととなりました。大学院の改組転換の方向性は、種々の要
田で.先生が当初お考えになられていた構想と若干異なる方向に舵を切り,厳しいご意見やご指
導を賜る機会も多くなりました。小生にとりましては,先生とこうしたことで意見を述べ合うこ
と自体,これまでに無い体験でした。学生が社会人となって,ようやく一人前に扱っていただけ
るようになった時のような,不思議な充足感に包まれていたことを思い起こしますO簿記原理や
会計学の統一教材の必要性を訴えられ,先生が編著者になられ,小生にも一部執筆の槻会をお与
えいただきました。
経営学研究科は, 2名の博士後期課程在学生の修了を待って,すべての残務は,改組転換後の
アジア・経営戦略研究科に引き継がれます。これまでの経営学研究科は,間もなくその役割を終
える事となりますが,設軍時から一貫して中枢的役割を担ってこられた安園先生の本研究科に残
されたご業掛ま,ご指導を受けた多くの卒業生,同僚教員の心に深く刻まれ,本学のゆるぎない
発展史の中に記され,継承されていくものと信じています。
新年度を迎え,先生と大学でお会いする機会は,めっきりと少なくなりました。山岳やゴルフ
で鍛えられた先生は,ご退職後も頗るお元気で,外部機関の要職をお勤めになるなど,一層のご
活躍をなされておられます。願わくは,折に触れて大学にもお越しいただき,変わらぬご指導,
ご鞭接をいただけますことを祈念し,ご退職を寿ぎて.感謝の誠を捧げる-一文といたしますO
(2011年6月吉EI.桜堤の寓居にて)
